
令和5年　3月31日

公益財団法人　　佐賀県教育文化振興財団

佐賀県黒髪少年自然の家

令　和　４　年　度

管理運営業務事業報告書



第　１　　　趣旨

　　　この報告書は、佐賀県黒髪少年自然の家の管理運営に関する協定書第２１条第１項第１号に定める「管理運営

　 業務の実施状況」について記載しているものである。

第　２　　管理運営体制

　１　組織・人員

　　⑴　組織・人員配置

（総務班） 企画主任① 主事①

所長①

（指導班） 企画主任① 企画副主任① 指導員③

　　⑵　職員一覧

　　⑶　勤務体制

　　①　勤務時間

　 ②　週休日

　　　  ・　1週間につき２日

　２　職員の指導育成・研修体制

役　　職 氏　　　　名

副所長①

 収入・支出事務

 プログラムの企画、指導事務

 NEALコーディネーター・教諭免許

令和5年3月31日　現在

免　許　・　資　格　等

篠原　智文

木寺　仁史

所　　　掌　　　事　　　務

 所の総括

企画主任

　　　  ・　D勤務…１３時１５分～２２時００分　（休憩時間：１７時１５分～1８時）

　　　  ・　A勤務…８時３０分～１２時１５分(翌日)（休憩時間：１２時１５分～１３時、１７時１５分～1８時）

目床　祐太

 総務事務の総括、庁舎管理

 社会教育主事、教諭免許

古賀　哲昭

 社会教育主事、教諭免許

藤井　麻衣

所　長

〃

受講者数等

 NEALリーダー

副所長  所長の補佐、指導班の総括

主　事

 NEALリーダー・教諭免許

 プログラムの実施、指導事務

古川　 　碧

企画副主任 山﨑　陽平

梶山裕一郎

指導員

企画主任  保育士･幼稚園教諭免許・NEALリーダー

 NEALリーダー

〃

　　　  ・　B勤務…８時３０分～１７時１５分　　(休憩時間：１２時１５分～１３時）

〃

〃

　　　  ・　Ｃ勤務…１３時００分～１７時１５分(翌日)（休憩時間：１２時１５分～１３時、１７時１５分～1８時）

危機管理、個人情報保護、ハラスメントについて(職場研修)

野中　雄二

9名4月1日

日　　　　時

〃

研　　　　　修　　　　　名　(　実　　施　　主　　体　)

6月16日 普通救命講習（講師：杵藤地区武雄消防署）（職場研修） 9名

8月24日 同和問題講演会（佐賀県人権・同和対策課) 1名

9名

9月9･15･16日 伐木作業者安全衛生特別教育講習会(林災防佐賀県支部) 2名

9月7日 消防訓練（消火・通報・避難）（職場研修）
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　３　地元との連携

第　３　　施設の運営に関する業務

　１　休所日と施設点検日　

　　⑴　休所日

　　⑵　施設点検日

　　①　自家用電気工作物点検

　通　年 　黒髪の浪漫まつり実行委員会・事務局会（委員：所長、事務局長：山内公民館長）

消防訓練（消火・通報・避難）（職場研修）3月26日

時　　　　期 連　　　　携　　　　等　　　　内　　　　容

9名

4月 　黒髪山山開き参加（黒髪の浪漫まつり実行委員会主催）

期　　間休　　所　　日

令和5年1月3日

10月3日8月3日6月1日4月4日点検月日

6日間

3月

異常の
有　無

異常なし異常なし異常なし

11月

2月3日12月8日11月16日

　黒髪少年自然の家周辺及びウォークラリーコース清掃活動（黒髪山を守る会：黒髪へんろ道運営協議会協賛)

理　　　　　　　　　　　　　　　　　由

令和4年12月29日～
　年末年始休暇のため

　黒髪山陶芸作家村(7社) 窯祭りと連携し、黒髪山系山歩き教室開催(講師：黒髪植物の会代表)

令和5年2月6日～

異常なし 異常なし 異常なし異常なし

2日間 　職員福利厚生のため
令和5年2月7日

日　　　　時 受講者数等研　　　　　修　　　　　名　(　実　　施　　主　　体　)

2月24日 スマホでPR動画を作ってみよう・SNS発信（講師：佐賀県CSO)（職場研修) 8名

11月4日～6日 ＮＥＡＬコーディネーター演習Ⅲ（国立夜須高原青少年交流の家） 1名

12月16日～18日 ＮＥＡＬリーダー養成研修（佐賀県北山少年自然の家） 1名

　台風14号接近のため1日令和4年9月19日
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　　②　ボイラー点検・整備

○　給湯用ボイラー(管理棟内の浴室)

　・　点検・整備日　　　令和４年１１月１５日～１６日

　・　点検結果　　　　　安全弁分解整備済

　　③　消防用設備等点検

　・　点検日 令和４年９月７日 令和５年３月２３日

　・　点検結果 異常なし 異常なし

　２　受入れ事業

　　⑴　利用実績

　　⑵　県内学校の優先受付

　　⑶　活動プログラム

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

キャンプファイヤー【支援】、キャンドルの集い【支援】

実利用者数左のうち免除者数延べ宿泊者数延べ利用者数 利用団体数

人 人 人 人

自然(植物・植林・樹木・野鳥・岩石・地層・水生生物・昆虫)観察【支援】、天体(星空)観察【支援】、渓流遊び【支援】

12,422

906人

登山【支援】、わんぱく大冒険【支援】、オリエンテーリング【支援】、ウォークラリー【支援】、ハイキング【支援】

受 付 件 数 受付総人数

クラフト制作、レクリエーション、野外炊飯【支援】

　　14件

提示した活動プログラム内容で職員が指導したプログラム

講話(黒髪の植物・大蛇退治伝説・黒髪山の伝説)【支援】、レクリエーション【支援】

令和4年4月1日～

館内活動

野外活動

6,374

野外炊飯【支援】

団体

受　　付　　期　　間

アウトドア

卓球、バドミントン、ミニバレーボール、ドッジボール、ミニバスケット、フリーテニス、綱引き

623

出前講座

交流・交歓

7518,796

令和4年5月31日

クラフト活動

どんぐり(トトロ)人形、ぶんぶんゴマ、壁掛け、竹とんぼ、ペンダント、鳥笛、キーホルダ、キャンドルづくり【支援】

スポーツ
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　　⑷　受入事業における利用団体への指導・支援

・

・

・

・

・

・

・

　　⑸　フィールドの開発・整備

特になし

補修10/19措置月日

特になし

補修12/15 － －－

特になし特になし

3月10日2月9日1月7日

－

特になし特になし点検結果
しりふりの松～
ゴジラのすね
ロープ劣化

月・日

暗黒の国周辺
の朽木

10月18日

－

11月17日 12月15日

撤去5/15補修4/26

しりふりの松～
ゴジラのすね～

倒木

5月15日

　 団体等からの要請により、クラフト活動・レクリエーション・野外炊飯等の方法について指導・支援。

7月7日

自然環境での活動における利用者の安心安全な活動確保のため、コース内の点検を強化するととも

特になし

※指導・支援については、事後のアンケートで「クラフトの事前指導が分かりやすく楽しく制作できた」

に指導者に対し情報提供を十分に行い、活動内容に沿った指導・支援の充実を図っていく。

指導・支援を実施した。

　 クラフトで使用する材料・道具の用意、作り方の手順や説明、安全面・技術面の指導。

館内活動 (4回)

サック・コンパス・地図等の貸出。

－－

　 登山、わんぱく大冒険でのチェックポイントの助言及び危険回避の方法等の指導。

　 ウォークラリー等のねらい、活動場所の様子、チェックポイント等についての助言やゼッケン・リュック

　 薪割りの方法、火の燃やし方、包丁の扱い、調理中の安全・衛生面についての指導。

月・日

　 当施設が提示している活動プログラムの実施については、利用団体の要望の有無に関わらず、用

9月7日

野外炊飯 (17回)

ウォークラリー・ハイキング・オリエンテーリング (18回)

4月25日

クラフト活動 (45回)

出前講座 (26回)

野外活動 (146回)

キャンプファイヤー・キャンドルの集い (41回)

　 衣装やキャンドル等の道具の使用方法の指導及び薪組、キャンドルの配置等の支援。

　 また、団体から要望があれば、指導を行うことにしている。今年度は、以下のとおり、合計297回の

6月18日

－

措置月日

だんだん竹橋
～腐食

特になし

8月4日

　 黒髪の植物・大蛇退治伝説・黒髪山の伝説等の講話、レクリエーションの進め方・注意点について

具の貸出し、使用方法、活動方法、危険予防などの支援を行っている。

点検結果

の脅威であるコロナウイルス感染症対策についても十分な説明責任を果たすように心掛けた｡豊かな

の助言・指導。

「鎖場のポイントについての指導が的確だったため安全に登山できた」等の意見があった｡また､自然
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　３　主催事業・自主事業

事業
区分

参加
人員

ウ 35名

43名

55名

52名

86名

ア 63名

ア 21名

ア 60名

ア 70名

ア 0名

ア 66名

ア 48名

イ 4名

イ 24名

30名

37名

25名

ア 50名

ア 62名

ア 34名

－ 29名

ア 103名

ア 7名

ア
26団体
1,457名

※事業区分  (ア)青少年の健全育成に係る体験活動､研修等  (イ)青少年の体験活動を支援する指導者の育成  (ウ)青少年が抱える課題の未然防止に資する体験活動

　３施設の特徴を生かし、親子の自然体験を通し
て、子どもたちの健やかな成長を育んだ。

　施設を開放し自然の中での活動の素晴らし
さを体感してもらうと共に、幼児同士で活動す
ることによる社会性の醸成を目指した。

　頻発する災害の話を聞き、自然の怖さを知るとと
もに、防災について体験をもとに理解を深めた。

日帰り参加者
12名

　自然豊かで、四季の移り変わる黒髪山系の魅力
を生かし、安全で楽しい山歩きを行い、ストレスの
解消と健康増進を図った。(対象:成人)

-

2／18～19

‐
‐
‐
‐

2名
31名
62名
6名

5名共
同
共
催

地
域
貢
献 11/6

12/4
1/22
2/5

ア

施設開放事業

親子でいっしょ！
　　　黒髪ホリデー
・紅葉の森をトレッキング

・くろかみキッズデー
・木育キャンプ
・クラフト＆わた菓子ゲット

11/19～20

7/2～3

10/10
佐賀県3施設ラリー
子ども体験フェス

親子ふれあいキャンプ
2回目(雨天中止)70名

　　　秋の収穫祭

事　　　　業　　　名

　　芋つくりプロジェクト

ウ

9/24～25

　　春満喫！山菜摘みと
　　トレッキング 1回目

　　春満喫！山菜摘みと
　　トレッキング 2回目

8/19～21く
ろ
か
み
自
然
体
験

-

(日帰り2日間)
衛生設備改修

　親子わくわく
　　楽習セミナー

1/28(21名)
1/29(41名)

　ワイルドキッズ
　　(１期、２期)

(日帰り2日間)
衛生設備改修

　親子ふれあい
　　チャレンジセミナー

12/24～25

　アドベンチャー教室
　　(１期、２期)

冬
季
自
然
体
験

3/5

空飛ぶ体験
ほっこりセミナー

親
子
ふ
れ
あ
い

くろかみ山系山歩き教室

黒髪山系窯元めぐり
と紅葉狩り

3/25～27

ウインタースクール
（１期、２期、３期）

親子ふれあいキャンプ
1回目

　親子が野外でピザ作り、親子レクリエーションな
どを通して、スキンシップを深め、家族間の交流が
活発になるよう支援した。
　また、親に対しては子育てに関する講演会、子ど
もに対してはレクリエーションを分かれて行い、そ
れぞれ同世代間の交流ができるよう支援した。

　同年代の者同士が厳寒期に集団宿泊や登山、
わんぱく大冒険、クラフト制作などの自然体験活動
を通して、体力の向上、豊かな情操、対人関係能
力等の社会性などを身に付け「生きる力」を育むこ
とができた。

6/4～5

ウ

2/11(6名)
2/12(19名)

防災キャンプ

随時

　黒髪少年自然の家のプログラムを小学校、
公民館、子どもクラブ等において実施し、多く
の人に体験してもらうとともに、少年自然の家
の利用を働きかけることができた。

　くろかみ出前講座

10/15～16

　(伝統文化ふれあい事業)
　年末フェスタ'Ｉｎ黒髪

10/1～2

11/12～13

5/10(1名)
6/24(３名)

　少年自然の家での活動に必要な知識や技術な
どの研修を通して、実践的な指導力を習得した
ワーカーの養成をすることができた。

　当施設を利用する学校や団体の指導者に対し
て、当施設の特色の説明や各種プログラムの体験
などの事前研修を行い、当日の活動が安全かつ
効率的に実施できるように援助することができた。

(日帰り1日間)
衛生設備改修

　黒髪の自然の中で親子が、他の家族と一緒に季
節に合わせた自然体験活動をすることで四季の変
化を堪能し、自然の恵みに感謝するとともに、これ
らの活動を通して、親子の絆を強めることと家族間
の交流をはかることに寄与した。

1/14(15名)
1/15(22名)

9/3～4

10/29～30

4名

　黒髪の自然の中で同年代の者同士が集団宿泊
等の共同生活や登山、わんぱく大冒険、クラフト等
の自然体験活動を通して、友達づくり、我慢するこ
と、協力すること、助け合うことの大切さや自然の
中で自らが判断し行動することの重要性を学ぶこ
とにより、判断力や創造力と豊かな情操、人間関
係能力等の社会性などを身につけ「生きる力」を育
むことができた。

8/27～28

効　　　　　　　　果

3名

2名

3名

4名

ボランティア
の活用等

期　　日

　サマースクール

‐

(日帰り2日間)
衛生設備改修

　地域とのつながりが薄れ、年々忘れ去られていく
年末の恒例行事である餅つきや門松(ミニ)つ゛くり
をすることにより、日本の伝統文化に触れるととも
に、1年を振り返り新しい年への計画つ゛くりの機会
を提供した。

12/10～11 2名

主
　
　
　
催
　
　
　
事
　
　
　
業

4/23～24

(施設ボランティア養成事業)

　黒髪ボランティア養成
　　　　　　　　　　　セミナー

親
子
自
然
体
験

ウ

4/16～17

(施設利用指導者研修事業）

　黒髪セミナー

提
案
型
事
業
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　４　施設事業にかかる広報・ＰＲ等

　　⑴　所報・活動プログラム等の作成
　　　　・　所　　　 報　…　２，５００部
　　　　・　周辺スポーツ施設ガイド　…　１，０００部　　　　　

　　⑵　県内利用者、冬季利用者の増加のための誘客活動の実施状況（期日、方法等）

第　４　　施設の維持及び管理に関する業務

　１　委託業務

単一隋契

単一隋契

　２　当該年度に指定管理経費で購入した備品

数量

R４　４/１～
R５　３/３１

R４　４/１～
R５　３/３１

通　　　　年

　Web広報(インスタグラムフォロワー666件・フェイスブックフォロワー367件)

期　　日

104,500

143,000

１０月・１１月

５・６・７月

分　　類 品　　　　　　　名 規　　　　　　　　格

委 託 業 務 名

クリーニング業務

食堂管理運営業務

契　約　額

　県西部の保育園・幼稚園・こども園及び町内の小学校を訪問し、11月以降の施設開放案内と各種行事へ
の参加を要請

金　　　　額

1,267,799

方　　　　　　　法　　　　　　等

32,976

契約期間

R４　４/１～
R５　３/３１

R４　４/１～
R９　３/３１

庁舎警備業務

見積合せに
よる隋契

見積合せに
よる隋契

見積合せに
よる隋契

R４　４/１～
R５　３/３１

R４　４/１～
R５　３/３１

R５　３/３～
R５　３/３１

R４　１１/１１～
R４　１２/２８

朝食＠400円(160円)

昼食＠560円(200円)

夕食＠720円(230円)

105,600

244,200

ごみ収集業務

196,900

貯水槽清掃業務

ボイラー保守
点検業務

R４　４/１～
R７　３/３１

自家用電気工作物
点検業務

消防設備保安
点検業務

　ALSOK佐賀㈱

　県内の保育園・幼稚園・こども園及び市町教育委員会を訪問し利用をお願いするとともに、武雄市内の青少年育成町
民会議などの団体や道の駅山内など公共の施設へ所報、自然の家周辺スポーツ施設(グラウンド等)ガイドの配布

　東部、西部（北部支所を含む）教育事務所及び西部管内の小学校あてに主催・提案事業の参加を要請

契約の方法

指名
競争入札

見積合せに
よる隋契

見積合せに
よる隋契

見積合せに
よる隋契

4,527,921庁舎清掃業務

購 入 年 月 日

なし

　㈱サデック
・定期点検（全棟停電）　年1回

　サニー
　クリーニング

　コンパスグループ
　ジャパン㈱

  武雄市

　九州恵冷機㈱

　㈱丸新

　堤電気㈱

・小研修室床ワックス（102㎡）　年1回
　㈱　丸新

業　　者　　名 業　務　実　績　状　況

・シーツ10,820枚、ベットパット273
枚、毛布605枚、タオルケット293
枚、コタツ布団29枚

食事の提供
（朝食： 6,325食、昼食：4,134食、夕
食： 6,414食）

・可燃物：週１回、不燃物、缶、
びん、ペットボトル：週１回

・管理棟給湯用：１基

・受水槽（15ｔ）　・高架水槽（4t×2基)

・消防設備等保安点検（自動火災報
知設備：一式、消火器具：37台、誘導
灯：26台、漏電火災警報器一式、火
災通報設備一式、非常警報設備一

・中研修室床ワックス（147㎡） 年1回
・工作室床ワックス（126㎡）　年2回
・プレイホール床ワックス(700㎡)　年2回
・管理棟床ワックス(810㎡)　年4回
・日常清掃（作業員常駐、年262日/人）

・通常点検　年6回　　　　　　　　　　　

・機械警備及び火災報知機による通報業務

・エアコンフィルター清掃　年2回
・サッシ、網戸清掃　年1回
・ガラス清掃年2回(体育館年1回)
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